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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、コンピュータを利用すること
によって形成するための方法において、
　システム情報データパケットを、少なくとも１つの論理チャネルによって受信し、
　上記システム情報データパケットの少なくとも一部に、上記システム情報データパケッ
トの優先順位をつける優先順位情報を割り当て、
　上記論理チャネルのシステム情報データパケットの少なくとも一部を用いて、システム
情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、上記優先順位情報を考慮して形成する方
法。
【請求項２】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、少なくとも１つのトラン
スポートチャネルにマッピングする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　上記システム情報データパケットを、少なくとも１つの論理ブロードキャストチャネル
によって受信する、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、少なくとも１つのブロー
ドキャストトランスポートチャネル、または、少なくとも１つの共通のトランスポートチ
ャネルにマッピングする、請求項２または３に記載の方法。
【請求項５】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、複数のブロードキャスト
トランスポートチャネル、または、複数の共通のトランスポートチャネルにマッピングす
る、請求項２～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　上記受信されたシステム情報データパケットを、上記優先順位情報にしたがって、少な
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くとも、第１グループと、第２グループとにグループ分けし、
　上記第１グループのシステム情報データパケットについては、少なくとも１つの第１シ
ステム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを形成し、
　上記第２グループのシステム情報データパケットについては、少なくとも１つの第２シ
ステム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを形成する、請求項１～５のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項７】
　上記第１システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージは、所定の時間間隔が終
了した後で更新されるシステム情報を含み、
　上記第２システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージは、所定の時間間隔が終
了する前に更新されるシステム情報、または、更新される必要があり、更新されなければ
その効力を失うシステム情報を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　上記第１システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージは、
　公衆陸上移動網の識別、
　無線セルの識別、
　システムにとって重要なタイマーと定数との構成、
　物理的共通無線資源の構成、
　測定を行うための情報、
といったシステム情報の少なくとも一部を含み、
　上記第２システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージは、
　上り経路の妨害状況、
　上り経路におけるランダムアクセスチャネル用の伝送パラメータ、
　動的システム情報のタイムバリディティ、
といったシステム情報の少なくとも一部を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、多元接続方式を用いて伝
送する、請求項１～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、周波数多元接続方式を用
いて伝送する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、複数搬送周波数多元接続
方式を用いて伝送する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、周波数ホッピング多元接
続方式を用いて伝送する、請求項１０または１１に記載の方法。
【請求項１３】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、直交周波数分割多元接続
方式を用いて伝送する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、周波数多元接続方式と時
分割多元接続方式とを組み合わせた方式を用いて伝送する、請求項１０～１３のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項１５】
　上記の第１システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージは、どのように第２シ
ステム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを伝送するかということに関する項目
を含むように形成される、請求項６～１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　上記の第１システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージは、どの周波数帯域に
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第２システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを伝送するのかということに関
する項目を含むように形成される、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　上記の第１システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージは、どの周波数帯域に
おいて、および、どのタイムスロットにおいて、第２システム情報媒体アクセス制御プロ
トコルメッセージを伝送するのかということに関する項目を含むように形成される、請求
項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　セルラ移動体通信システムに用いられる、請求項１～１７のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項１９】
　３ＧＰＰ移動体通信システム、または、３ＧＰＰ２移動体通信システムに用いられる、
請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　ＵＭＴＳ移動体通信システムまたはＣＤＭＡ２０００移動体通信システムまたはＦＯＭ
Ａ移動体通信システムに用いられる、請求項１８または１９に記載の方法。
【請求項２１】
　上記システム情報データパケットを、少なくとも１つのブロードキャスト制御チャネル
によって受信する、請求項３～２０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２２】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、少なくとも１つのブロー
ドキャストチャネルトランスポートチャネル、または、少なくとも１つの共通のトランス
ポートチャネルにマッピングする、請求項３～２０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２３】
　システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージからシステム情報を、コンピュー
タを利用して検出する方法において、
　トランスポートチャネルの第１システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを
受信し、
　上記第１システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージは、どのように第２シス
テム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを伝送するかということに関する項目を
含み、
　上記項目を、第１システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージから検出し、
　上記第２システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、検出された上記項目
を考慮して受信する方法。
【請求項２４】
　システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを形成するための媒体アクセス制
御ユニットにおいて、
　少なくとも１つの論理チャネルのシステム情報データパケットを受信するための受信ユ
ニットであって、上記システム情報データパケットの少なくとも一部には、システム情報
データパケットの優先順位をつける優先順位情報が割り当てられている、受信ユニットと
、
　上記論理チャネルのシステム情報データパケットの少なくとも一部を用いて、上記優先
順位情報を考慮して、システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを形成するた
めのコードユニットとを備えた媒体アクセス制御ユニット。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の媒体アクセス制御ユニットを備えた移動体通信装置。
【請求項２６】
　移動体基地局として設けられている、請求項２５に記載の移動体通信装置。
【請求項２７】
　システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージからのシステム情報を検出するた
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めの媒体アクセス制御ユニットにおいて、
　トランスポートチャネルの第１システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを
受信するための受信ユニットであって、上記第１システム情報媒体アクセス制御プロトコ
ルメッセージは、どのように第２システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを
伝送するかということに関する項目を含む、受信ユニットと、
　上記第１システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージから上記項目を検出する
ための検出ユニットとを備え、
　上記受信ユニットは、検出された項目に応じて、上記第２システム情報媒体アクセス制
御プロトコルメッセージを受信する受信特性を変えることができるように、設けられてい
る、媒体アクセス制御ユニット。
【請求項２８】
　請求項２７に記載の、媒体アクセス制御ユニットを備えた移動体通信装置。
【請求項２９】
　移動体通信端末装置として設けられている、請求項２８に記載の移動体通信装置。
【請求項３０】
　システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを形成するためのコンピュータプ
ログラムの要素において、上記コンピュータプログラムの要素がプロセッサによって実行
される場合、
　少なくとも１つの論理チャネルによって受信されるシステム情報データパケットであっ
て、上記システム情報データパケットの少なくとも一部に、上記システム情報データパケ
ットの優先順位をつける優先順位情報が割り当てられている、システム情報データパケッ
トと、
　上記論理チャネルのシステム情報データパケットの少なくとも一部を用いて、上記優先
順位情報を考慮して形成される、システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージと
を含む、コンピュータプログラムの要素。
【請求項３１】
　システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージからシステム情報を検出するため
のコンピュータプログラムの要素において、上記コンピュータプログラムの要素がプロセ
ッサによって実行される場合、
　受信される、トランスポートチャネルの第１システム情報媒体アクセス制御プロトコル
メッセージであって、どのように第２システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセー
ジを伝送するかということに関する項目を含んだ、第１システム情報媒体アクセス制御プ
ロトコルメッセージと、
　上記第１システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージから検出される上記項目
と、
　上記検出された項目を考慮して受信される第２システム情報媒体アクセス制御プロトコ
ルメッセージとを含む、コンピュータプログラムの要素。
【請求項３２】
　システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、コンピュータを利用すること
によって、複数のトランスポートチャネルにマッピングし、直交周波数分割多元接続方式
を用いて伝送するための方法において、システム情報データパケットのスケジューリング
を、上記複数のトランスポートチャネルの各トランスポートチャネルへのマッピングの枠
組みにおいて、上記各システム情報の種類および／または型に依存して行う方法。
【請求項３３】
　上記システム情報データパケットのスケジューリングを、上記複数のトランスポートチ
ャネルの各トランスポートチャネルへのマッピングの枠組みにおいて、上記システム情報
の予測される変化の頻度に依存して行う、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　上記システム情報データパケットのスケジューリングを、上記複数のトランスポートチ
ャネルの各トランスポートチャネルへのマッピングの枠組みにおいて、上記システム情報
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が必要とする伝送周期性に依存して行う、請求項３２または３３に記載の方法。
【請求項３５】
　上記複数のトランスポートチャネルは、これらが、前もって定義されシステム全体に知
られたサブキャリアに伝送されるか、または、使用可能なサブキャリアに自在に伝送され
るかによって区別される、請求項３２～３４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３６】
　上記マッピングの枠組みにおいて、上記複数のトランスポートチャネルから、上記シス
テム情報データパケットを伝送する、少なくとも１つのトランスポートチャネルを選択す
る、請求項３２～３５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３７】
　選択された上記少なくとも１つのトランスポートチャネルに、上記システム情報媒体ア
クセス制御プロトコルメッセージをマッピングする、請求項３２～３６のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項３８】
　上記システム情報データパケットを、少なくとも１つの論理ブロードキャストチャネル
によって受信する、請求項３２～３７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３９】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、少なくとも１つのブロー
ドキャストチャネル、または、少なくとも１つの共通のトランスポートチャネルにマッピ
ングする、請求項３７または３８に記載の方法。
【請求項４０】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、複数のブロードキャスト
チャネル、または、複数の共通のトランスポートチャネルにマッピングする、請求項３７
～３９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項４１】
　上記システム情報データパケットを、上記各システム情報の種類および／または型に依
存して、少なくとも１つの第１のグループと少なくとも１つの第２のグループとにグルー
プ分けし、
　上記第１のグループのシステム情報データパケットには、少なくとも１つの第１のシス
テム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを形成し、
　上記第２のグループのシステム情報データパケットには、少なくとも１つの第２のシス
テム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを形成する、請求項３２～４０のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項４２】
　上記第１のシステム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージは、所定の時間間隔が
終了した後で更新されるシステム情報を含み、
　上記第２のシステム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージは、所定の時間間隔が
終了する前に更新されるか、更新される必要があり、更新されなければその効力を失うシ
ステム情報を含む、請求項４１に記載の方法。
【請求項４３】
　上記第１のシステム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージは、
　ＰＬＭＮの識別、
　無線セルの識別、
　システムにとって重要なタイマーと定数との構成、
　物理的共通無線資源の構成、および、
　測定を行うための情報、
のうちの少なくとも一部を含み、
　上記第２のシステム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージは、
　上り経路の妨害状況、
　上り経路におけるランダムアクセスチャネル用の伝送パラメータ、および、
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　動的システム情報のタイムバリディティ、
のうちの少なくとも一部を含む、請求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、多元接続方式を用いて伝
送する、請求項３２～４３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項４５】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、周波数多元接続方式を用
いて伝送する、請求項４４に記載の方法。
【請求項４６】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、複数搬送周波数多元接続
方式を用いて伝送する、請求項４５に記載の方法。
【請求項４７】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、周波数ホッピング多元接
続方式を用いて伝送する、請求項４５または４６に記載の方法。
【請求項４８】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、周波数多元接続方式と時
分割多元接続方式とを組み合わせた方式を用いて伝送する、請求項４５～４７のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項４９】
　セルラ移動体通信システムにおいて行う、請求項３２～４８のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項５０】
　３ＧＰＰ移動体通信システム、または、３ＧＰＰ２移動体通信システムにおいて行う、
請求項４９に記載の方法。
【請求項５１】
　ＵＭＴＳ移動体通信システム、または、ＣＤＭＡ２０００移動体通信システム、または
、ＦＯＭＡ移動体通信システムにおいて行う、請求項４９または５０に記載の方法。
【請求項５２】
　上記システム情報データパケットを、少なくとも１つのブロードキャスト制御チャネル
によって受信する、請求項３８～５１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５３】
　上記システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを、少なくとも１つのブロー
ドキャストチャネルトランスポートチャネル、または、少なくとも１つの共通のトランス
ポートチャネルにマッピングする、請求項３８～５１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５４】
　システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを複数のトランスポートチャネル
にマッピングして、直交周波数分割多元接続方式を用いて伝送する媒体アクセス制御ユニ
ットにおいて、上記媒体アクセス制御ユニットは、システム情報データパケットのスケジ
ューリングを、上記複数のトランスポートチャネルの各トランスポートチャネルへのマッ
ピングの枠組みにおいて、上記各システム情報の種類および／または型に依存して実行す
るように形成されている、媒体アクセス制御ユニット。
【請求項５５】
　システム情報媒体アクセス制御プロトコルメッセージを複数のトランスポートチャネル
にマッピングして、直交周波数分割多元接続方式を用いて伝送するコンピュータプログラ
ムの要素において、上記要素がプロセッサによって実施される場合に、システム情報デー
タパケットのスケジューリングを、上記複数のトランスポートチャネルの各トランスポー
トチャネルへのマッピングの枠組みにおいて、上記各システム情報の種類および／または
型に依存して行うコンピュータプログラムの要素。
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